
 
厚生労働省発健 0514 第８号 

令 和 ２ 年 ５ 月 1 4 日 

 

○ ○ 都 道 府 県 知 事  殿 

  

    厚 生 労 働 大 臣 

（ 公 印 省 略 ） 

  

 

新型コロナウイルス感染症発生下における医療提供体制及び検査体制の現状に関する 

御認識について（照会） 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策につきましては、日々大変な御尽力をいただいており、

厚く御礼申し上げます。 

５月 14 日の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の「新型コロナウイルス感染症対

策の状況分析・提言」において、「なお、（２）医療提供体制の確保、及び、（３）検査体制

の構築に当たっては、都道府県が果たす役割が大きいことから、国は、都道府県との連携

強化に努めるとともに、都道府県の医療提供体制に対する逼迫の度合い等や、今後の課題

等について認識を把握することが求められる。」との提言がされました。 

これを踏まえ、貴都道府県における、新型コロナウイルス感染症発生下の医療提供体制

及び検査体制の現状に関して、貴職の御認識をお伺いすることといたしましたので、令和

２年５月 19 日までに当職宛て御回答くださいますようお願いいたします。（様式自由） 

なお、いただいた御回答に関しては、厚生労働省から公表を予定していることを申し添

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜照会・回答送付先＞               

厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 

医療提供体制班 加藤、橋本 

（内線：8079） 

（E-mail：corona-iryou@mhlw.go.jp） 

 


